
● 今年の冬はやや 

寒い日が続きま 

したが、３月は 

どうなるのでし 

ょうか？ 

● 気象庁によると 

向こう１か月は、寒気の影響を受けにくく、気温は平年並か高いでしょう。降水量

と日照時間もほぼ平年並で推移するようです。 

● 今後は気象予報を見ながら、発芽前の３月中旬から４月上旬の間の風の少なく天気

が良好な日に、石灰硫黄合剤やベンレート等の薬剤防除を徹底しましょう。また、

感染源となる果梗の切り残し、まきひげの除去等の棚面の衛生管理も行って下さい。 

● やや乾燥気味に経過していますので、園土壌の状態を見ながら１週間に１時間程度

のスプリンクラー灌水を定期的に行ない、発芽を良好にしましょう。 

 

● 農薬（特に殺菌剤）には予防 

剤と治療剤があります。 

● 防除は予防薬を用いて病害が 

発生する前の予防的散布が好 

ましいとされています。 

● 一方、べと病などは気象条件 

により通常散布だけでは発生 

が抑えきれない場合があり、 

治療剤を使用します。 

● 治療剤は殺菌効果が高いので 

すが予防剤と違って対象病原 

菌が限られ、耐性菌が出現しやすい等の注意点があります（表）。したがって、定期

的な散布は予防剤を用い、治療剤は万が一の場合の治療散布用とするのが賢明です。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

予防薬と治療薬 

 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

今春の天気予報と畑の管理 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 山梨 

表 向こう１か月の天候の見通し（関東甲信越地方、2 月 26 日～3 月 25 日） 


